
聖
誕
七
百
五
十
年
慶
讃
及
び
第
七
百
遠
忌
奉
行
に
つ
い
て

中

野

文

海

(
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
)

聖
誕
七
百
五
十
年
慶
讃
に
つ
い
て

昭
和
三
十
五
年
、
い
わ
ゆ
る
安
保
騒
動
に
国
内
は
大
き
く
揺
れ
動
い
た
後
、
池
田
内
閣
の
成
立
、
高
度
成
長
政
策
の
推
進
、
一
方
に
於

て
創
価
学
会
の
異
常
な
発
展
を
背
景
と
し
て
翌
三
十
六
年
三
月
開
か
れ
た
第
九
定
期
宗
会
(
宗
務
総
長
望
月
桓
匡
師
)

に
お
い
て
、
第
九
区

選
出
、
豊
田
円
誘
議
員
に
よ
る

「
宗
祖
降
誕
七
百
五
十
年
慶
讃
準
備
委
員
会
規
定
」
制
定
案
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
が
修
正
可
決
さ
れ
た
時

を
以
て
慶
讃
年
度
へ
の
準
備
態
勢
に
入
っ
た
。

昭
和
三
十
八
年
、
金
子
内
局
が
発
足
し
、
宗
門
財
政
は
一
応
安
定
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。
国
内
は
高
度
成
長
政
策
の
推
進
に
よ
り
、

経
済
活
動
は
活
発
と
な
り
、
生
活
内
容
も
日
進
月
歩
の
有
様
で
あ
り
、
人
口
の
移
動
も
逐
次
顕
著
と
な
り
、
そ
れ
に
比
例
す
る
が
如
く
新

興
宗
教
は
そ
の
教
線
を
拡
大
し
、
既
成
教
団
に
危
機
感
を
与
え
る
に
至
っ
た
。

金
子
内
局
は
、
か
か
る
情
勢
を
背
景
に
聖
誕
七
五
〇
年
へ
の
態
勢
作
り
の
第
一
弾
と
し
て
、
「
宗
徒
総
決
起
運
動
」
を
展
開
し
、
日
比
谷

公
会
堂
に
お
け
る
宗
門
大
会
を
は
じ
め
各
所
で
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
、
金
子
内
局
の
後
を
継
承
し
た
片
山
内
局
は
、
翌
年
の
第
十
七
宗
会
に
お
い
て
、
「
護
法
会
設
立
準
備
委
員
会
規

定
制
定
案
」

を
提
出
し
、
強
力
な
僧
俗
一
体
の
宗
門
機
関
を
確
立
し
、
教
団
の
信
仰
的
機
能
を
充
分
に
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
大
方
針

を
打
出
し
、
次
の
第
十
八
宗
会
に
お
い
て
、
「
護
法
運
動
本
部
規
定
」

「
護
法
基
金
規
定
」

の
両
制
定
案
の
可
決
を
み
る
に
至
り
、
以
後
、
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僧
俗
一
体
の
護
法
運
動
は
聖
誕
七
五
〇
の
み
な
ら
ず
、
七
百
遠
忌
及
び
そ
の
以
後
の
宗
策
遂
行
に
は
か
り
知
れ
ぬ
役
割
を
果
す
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
一
年
に
発
足
し
た
護
法
運
動
は
、
全
国
各
地
に
支
部
の
結
成
を
見
、
夫
々
開
催
さ
れ
た
護
法
大
会
は
宗
徒
意
識
の
高
揚
と
共

に
宗
徒
の
動
員
、
運
営
等
に
僧
俗
共
に
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
次
第
に
自
信
と
な
っ
て
、
宗
門
の
無
形
の
財
産
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
慶
讃
奉
行
、
行
事
の
実
施
に
つ
い
て
最
大
の
難
関
は
予
算
で
あ
り
、
そ
の
策
定
途
上
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
、
片
山
内
局
は

任
期
満
了
と
な
る
為
、
同
年
同
月
開
か
れ
た
第
二
十
一
臨
時
宗
会
は
、
再
度
片
山
師
に
宗
務
総
長
の
指
名
選
出
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
片
山
内
局
は
人
事
の
改
造
を
行
っ
た
上
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
の
第
二
十
二
定
期
宗
会
に
、
「
実
行
規
定
」

「
総
予
算
」

を
上
程
、
可

決
を
み
、
以
後
実
動
態
勢
が
整
え
ら
れ
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
十
六
日
付
、
藤
井
管
長
現
下
よ
り
「
特
別
教
旨
」

が
発
せ
ら
れ
、
同
時
に

片
山
宗
務
総
長
名
で
「
宗
祖
御
降
誕
七
百
五
十
年
慶
讃
浄
業
達
成
」
の
諭
達
が
示
さ
れ
た
。
「
教
旨
」
「
諭
達
」
は
全
国
寺
院
・
教
会
・
結
一

社
に
行
き
渡
る
と
共
に
、
実
動
の
第
一
歩
と
し
て
総
額
四
億
五
千
五
百
万
円
に
の
ぼ
る
浄
財
勧
寡
の
実
務
に
入
っ
た
事
務
局
は
、
「
勧
募
趣

5
 
1

意
書
」
を
配
布
す
る
と
共
に
、
依
頼
書
を
作
成
し
、
こ
の
取
扱
い
の
細
部
に
わ
た
る
要
綱
を
記
載
し
全
国
に
配
布
し
た
。

-

慶
讃
事
業
及
び
募
金
の
要
綱
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
行
事
及
び
事
業
の
概
略

○
慶
讃
式
典
の
奉
行

-
小
湊
誕
生
寺
・
身
延
久
遠
寺
・
池
上
本
門
寺

○
記
念
大
講
演
会
及
び
中
央
護
法
大
会
の
開
催
全
国
十
ブ
ロ
ッ
ク

○
学
生
寮
の
建
設

-
立
正
大
学
に
在
学
し
僧
籍
を
有
す
る
地
方
出
身
の
宗
門
子
弟
を
収
容
し
、
行
学
兼
修
の
宗
立
案
を
建
設
す

る
。

○
護
法
運
動
を
中
心
と
し
た
、
各
種
布
教
活
動
の
積
極
的
展
開

○
清
澄
寺
祖
師
堂
建
設
補
助



○
立
正
大
学
図
書
館
へ
の
助
成

○
誕
生
寺
本
堂
へ
の
助
成

〇
本
宗
結
合
事
典
の
刊
行

-
本
宗
僧
侶
必
携
の
教
義
・
経
典
・
地
誌
・
歴
史
・
仏
像
・
仏
具
・
行
事
・
法
服
・
建
築
そ
の
他
総

合
的
辞
典
の
刊
行
の
研
究
、
準
備

○
専
修
道
場
開
設
の
準
備

○
護
法
運
動
基
金
、
立
正
育
英
会
基
金
の
造
成

-
共
に
降
誕
七
五
〇
年
を
機
会
に
そ
の
充
実
を
計
る
。

一
、
予
算
総
額
と
勧
財
募
金

○
予
算
総
額

四
億
五
千
五
百
万
円

○
僧
侶
は
僧
階
義
納
金
と
同
額
を
三
カ
年
継
続
特
別
義
納

○
檀
信
徒
特
別
志
納
金
は
各
寺
院
・
教
会
・
結
社
の
目
標
額
の
消
化
を
目
的
と
し
て
檀
信
徒
よ
り
志
納

一
、
志
納
金
の
取
扱
い

○
檀
信
徒
志
納
金
は
、
そ
の
半
額
を
志
納
者
の
所
属
す
る
寺
院
、
及
び
教
会
・
結
社
の

「
慶
讃
事
業
補
助
金
」

と
し
て
活
用

○
勧
財
募
金
の
期
間
を
昭
和
四
十
七
年
九
月
末
日
ま
で
と
し
、
そ
の
納
入
は
三
カ
年
均
等
制
を
原
則
と
す
る
。

一
、
慶
讃
褒
賞

(
略
)

か
く
て
昭
和
四
十
六
年
一
月
、
片
山
内
局
辞
任
の
後
を
受
け
て
成
立
し
た
渡
部
内
局
の
手
に
よ
り
、
慶
讃
法
要
は
着
実
に
且
盛
大
に
奉

行
さ
れ
、
宗
門
は
よ
り
一
層
一
体
感
を
強
め
つ
つ
脱
皮
成
長
を
遂
げ
、
七
百
遠
忌
へ
向
け
て
再
飛
躍
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

記
念
慶
讃
法
要
は
、
小
湊
に
お
い
て
昭
和
四
十
六
年
二
月
十
六
日
、
身
延
に
お
い
て
六
月
十
六
日
、
十
一
月
十
四
日
池
上
に
お
い
て
夫
々

挙
修
さ
れ
、
翌
四
十
七
年
八
月
二
十
日
に
は
、
佐
渡
妙
宣
寺
に
お
い
て
、
佐
渡
図
顕
本
尊
七
百
年
記
念
慶
讃
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
。

宗
門
と
し
て
の
記
念
事
業
に
つ
い
て
略
記
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
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一
、
宗
立
谷
中
学
寮
の
建
設

昭
和
四
十
四
年
三
月
第
二
十
二
定
期
宗
会
で
議
決
さ
れ
、
迂
余
曲
折
を
経
て
、
谷
中
浄
延
院
を
建
設
予
定
地
と
し
、
同
年
「
境
内
地
使

用
貸
借
契
約
書
」
を
取
交
し
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
起
工
式
を
行
い
、
翌
四
十
五
年
三
月
十
四
日
上
棟
式
、
同
六
月
二
十
六
日
落
成
式

を
行
う
と
共
に
、
六
月
十
五
日
付
告
示
を
も
っ
て
第
一
回
入
寮
生
を
募
集
、
同
年
九
月
一
日
よ
り
開
寮
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

一
、
清
澄
寺
祖
師
堂
完
成

宗
門
よ
り
二
千
万
円
の
助
成
を
行
い
、
全
院
寺
院
僧
俗
の
勧
募
協
力
を
え
て
総
工
費
一
億
五
千
万
円
を
以
て
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
二

十
七
日
起
工
式
、
同
年
十
一
月
二
日
上
棟
式
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
十
日
遷
座
式
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
七
日
落
成
式
を
行
っ
た
。

一
、
信
行
道
場
の
改
築

「
信
行
道
場
建
改
設
委
員
会
」
を
中
心
に
、
身
延
山
当
局
と
協
力
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
来
た
が
、
記
念
事
業
と
し
て
正
式
に
決
定

を
見
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
十
三
日
起
工
式
、
工
事
を
三
期
に
分
け
、
同
年
十
月
北
寮
二
階
建
、
四
十
六
年
十
月
南
寮
平
屋
建
、
四
十
七

年
五
月
三
十
日
第
三
期
工
事
と
し
て
、
食
堂
・
厨
房
・
浴
室
等
附
帯
施
設
の
完
成
と
共
に
落
成
式
を
行
っ
た
。
総
工
費
一
億
五
千
万
円
、

内
、
二
千
万
円
を
慶
讃
志
納
金
か
ら
支
出
、
特
別
賦
課
金
・
特
別
志
納
金
等
の
外
、
半
額
は
身
延
山
が
負
担
し
て
い
る
。

一
、
そ
の
他
各
種
の
助
成

立
正
大
学
図
書
館
へ
五
千
万
円
、
立
正
育
英
会
へ
一
千
万
円
の
外
、
小
湊
誕
生
寺
へ
五
百
万
円
、
中
山
遠
寿
院
の
加
行
所
改
造
費
、
京

都
地
区
で
開
催
の
「
日
蓮
聖
人
展
」
 
、
カ
ビ
ラ
城
発
掘
に
関
す
る
親
善
使
節
、
沖
縄
布
教
の
調
査
団
派
遣
、
海
外
布
教
の
助
成
等
が
行
わ
れ

た
。

一
、
記
念
出
版

新
聞
部
編
『
聖
誕
』
、
現
宗
研
編
『
現
代
に
生
き
る
日
蓮
聖
人
』
、
「
教
化
活
動
の
現
状
と
未
来
へ
の
展
望
」

(
現
代
宗
教
研
究
所
所
報
別
冊

博
2
)
、
茂
田
井
教
亨
・
宮
崎
英
修
編
『
日
蓮
聖
人
研
究
』
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一
、
全
国
の
寺
院
・
教
会
・
結
社
の
記
念
事
業

夫
々
が
諸
種
の
記
念
事
業
を
行
っ
た
が
、
そ
の
総
額
は
二
四
一
億
円
に
上
る
。
そ
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

○
諸
堂
の
新
・
増
・
改
築
及
び
修
理

一
二
九
億

〇
庫
裡
・
書
院
の
新
・
増
・
改
築
及
び
修
理

六
七
億

〇
そ
の
他
、
境
内
地
・
墓
地
の
整
備
、
内
陣
荘
厳
等

一
、
全
国
代
表
者
結
集
大
会

聖
誕
七
五
〇
記
念
慶
讃
の
行
事
、
事
業
は
護
法
運
動
を
中
心
と
し
た
僧
侶
一
体
の
努
力
に
よ
り
、
か
つ
て
な
い
盛
り
上
り
の
内
に
着
々

と
成
果
を
挙
げ
た
が
、
最
後
の
年
に
当
り
、
こ
う
し
た
宗
徒
の
意
気
を
結
集
し
、
全
国
僧
俗
の
代
表
を
集
め
て
、
今
後
の
躍
進
へ
の
誓
い

を
新
た
に
す
べ
く
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
初
、
こ
れ
を
中
央
に
一
万
人
集
め
て
の
大
集
会
た
ら
し
め
、
護
法
大
会
の
中
央
大
会
と
い
う
性
格
を
打
ち
出
し
た
い
構
想
で
あ
っ
た

が
、
予
算
の
関
係
と
会
場
準
備
の
関
係
等
か
ら
断
念
す
る
の
止
む
な
き
に
至
り
、
全
国
宗
徒
の
代
表
者
会
議
と
し
て
の
性
格
に
切
換
え
、

全
宗
務
区
よ
り
僧
俗
の
代
表
が
必
ず
出
席
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
門
で
は
じ
め
て
の
全
国
結
集
大
会
と
し
、
各
地
区
で
行
わ
れ
た
護
法

大
会
の
報
告
と
同
時
に
、
各
地
区
の
特
色
あ
る
挙
宗
態
勢
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
そ
の
意
気
を
示
し
、
正
法
興
隆
の
誓
い
を
一
堂
の
も

と
に
確
認
し
て
慶
讃
年
度
最
後
の
報
恩
行
事
と
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
二
月
二
十
四
日
、
渋
谷
公
会
堂
に
三
千
名
の
代
表
参
加
の
も
と
、
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
三
十
分
迄
の
問
盛
大
に
行

わ
れ
た
。
即
ち
、
大
会
は
、
第
一
部
式
典
、
第
二
部
講
演
(
斉
藤
栄
三
郎
氏
)
、
第
三
部
決
意
表
明
、
第
四
部
活
興
の
順
序
で
進
め
ら
れ
、
次

へ
の
飛
躍
を
誓
い
つ
つ
閉
幕
し
た
。

最
後
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
渡
部
総
長
が
昭
和
四
十
七
年
三
月
定
期
宗
会
で
挨
拶
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
、
中
山
妙
宗
と
の
合
同
復
帰
の
達
成
に
つ
い
て
で
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あ
る
。「

(
前
略
)
爾
来
幾
度
か
会
談
を
重
ね
、
そ
の
都
度
問
題
点
を
締
出
し
て
ほ
ぞ
の
会
通
に
努
め
、
出
来
れ
ば
慶
讃
年
度
内
に
待
望
の
御
聖

教
在
山
の
中
山
妙
宗
法
華
経
寺
を
迎
え
入
れ
た
く
、
唯
々
祈
る
思
い
で
交
渉
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
結
果
、
遂
に
去
る
三
月
十
七
日
、
合

同
復
帰
す
る
こ
と
に
基
本
的
一
致
を
見
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
(
後
略
)
」

か
く
て
、
八
月
に
は
和
解
調
停
が
成
り
、
所
要
の
手
続
き
を
経
て
十
月
九
日
身
延
山
久
遠
寺
、
翌
十
月
正
中
山
法
華
経
寺
に
於
て
、
夫
々

祖
山
奉
告
式
並
に
合
同
復
帰
奉
告
式
が
営
ま
れ
、
戦
後
四
十
余
年
の
懸
案
は
慶
讃
年
度
中
に
明
る
い
解
決
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

現
代
宗
教
研
究
所
の
誕
生
と
活
動

宗
門
に
お
い
て
聖
誕
七
五
〇
年
記
念
慶
讃
の
こ
と
が
宗
会
で
発
議
さ
れ
た
翌
三
十
七
年
、
第
十
一
宗
会
に
お
い
て
、
長
谷
川
正
徳
議
員

(
現
在
、
現
宗
研
所
長
)
が
建
議
案
と
し
て
「
教
学
布
教
所
」
の
構
想
を
提
出
、
翌
三
十
八
年
四
月
、
教
務
部
の
も
と
に
設
立
準
備
委
員
会

が
作
ら
れ
、
研
究
所
の
名
称
・
目
的
・
内
容
・
規
定
な
ど
の
討
議
が
重
ね
ら
れ
、
昭
和
三
十
九
年
第
十
四
宗
会
で
「
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研

究
所
設
立
案
」

の
可
決
を
見
て
、
正
式
に
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
の
準
備
委
員
は
以
下
の
講
師
で
あ
る
。
執
行
海
秀
・
中
濃
教
篤
・
菅
谷
正
賞
・
三
谷
会
祥
・
茂
田
井
教
亨
・
室
住
一
妙
・
長
谷

川
正
徳
・
望
月
一
靖

(
順
不
同
)
。

発
足
後
研
究
所
は
、
初
代
所
長
に
久
保
田
正
文
師
、
二
代
目
に
茂
田
井
教
亨
師
が
就
任
し
て
夫
々
活
発
な
活
動
を
開
始
し
、
研
究
及
び

調
査
に
地
道
な
努
力
を
続
け
、
そ
の
成
果
を
毎
年
「
所
報
」

(
現
在
は
「
現
代
宗
教
研
究
」
と
改
称
)
に
ま
と
め
、
他
教
団
そ
の
他
識
者
の
注

目
を
集
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
は
全
国
各
地
で
地
道
な
活
動
を
続
け
る
布
教
師
や
青
年
教
師
が
そ
の
経
験
交
流
を
計
る
と
共
に
、
悩
み
を
語
り
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合
い
つ
つ
、
よ
り
よ
い
教
化
の
在
り
方
を
探
り
求
め
る

「
教
化
研
究
会
議
」

が
年
一
回
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
更
に
地
域
毎

開
催
を
も
進
め
、
東
北
・
近
畿
を
は
じ
め
近
年
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
教
区
に
於
て
一
̃
二
カ
所
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

茂
田
井
所
長
の
後
、
室
住
一
妙
師
が
所
長
に
就
任
、
昭
和
四
十
六
年
よ
り
八
年
間
は
中
濃
教
篤
師
が
所
長
と
し
て
在
任
、
七
百
遠
忌
奉

行
の
基
本
理
念
の
構
築
等
に
大
き
な
業
績
を
上
げ
た
こ
と
は
、
集
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
教
研
会
議
で
取
上
げ
ら
れ
た
教
師
養
成
の
為
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
宗
会
で
認
め
ら
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
委
員
会
の
発
足
を
見
て
今
日
ま
で
地
道
な
努
力
が
な
さ
れ
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い
え
よ
う
。

日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
奉
行
に
つ
い
て

聖
誕
七
五
〇
の
揖
屋
を
飾
っ
た

「
全
国
代
表
者
結
集
大
会
」

が
東
京
渋
谷
公
会
堂
で
成
功
裡
に
開
催
さ
れ
た
翌
月
開
か
れ
た
第
二
十
七

宗
会
に
お
い
て
、
管
長
は
そ
の
教
旨
の
中
で

「
七
百
遠
忌
準
備
第
一
年
に
人
ら
ん
と
す
」

と
宣
ぜ
ら
れ
、
宗
会
は

「
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠

忌
奉
行
準
備
委
員
会
規
定
」

を
制
定
し
て
、
早
く
も
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。
七
百
遠
忌
奉
行
の
方
策
を
定
め
る
目
的
で
設
け
ら

れ
た
準
備
委
員
会
は
、
御
正
当
の
昭
和
五
十
六
年
の
九
年
前
の
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
八
日
十
五
名
の
準
備
委
員
を
任
命
し
、
委
員
会
は

三
回
の
会
議
を
重
ね
て
「
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
報
恩
奉
行
会
規
程
(
案
)
」
と
し
て
結
実
さ
せ
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
の
第
三
十
二
宗
会

に
提
案
さ
れ
、
制
定
を
み
た
。
当
局
は
実
行
委
員
会
に
先
立
っ
て
、
十
名
の
嘱
託
に
よ
る

「
第
七
百
遠
忌
企
画
会
議
」

に
よ
っ
て
素
案
作

成
を
進
め
、
そ
の
進
行
過
程
で
開
か
れ
た
昭
和
五
十
年
三
月
の
第
三
十
四
宗
会
で
は
、
議
員
よ
り
の
質
問
に
対
し
「
企
画
中
」

の
答
弁
が

な
さ
れ
て
い
た
。
五
十
年
七
月
か
ら
五
十
一
年
二
月
に
か
け
て
実
行
委
員
会
が
集
中
的
に
開
か
れ
、
専
門
部
会

(
事
業
・
教
宣
・
勧
財
)

に

分
れ
て
、
企
画
会
議
の
素
案
を
も
と
に
原
案
作
成
作
業
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
五
十
一
年
三
月
の
第
三
十
五
宗
会
に
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
宗
会
は
遠
忌
特
別
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
遠
忌
奉
行
の
大
綱
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
主
要
な
こ
と
は
、
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1
、
第
七
百
遠
忌
事
業
・
行
事
・
教
宣
活
動
を
作
成
し
た
こ
と
。

2
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
予
算
も
、
総
額
二
十
二
億
七
千
二
百
万
円
と
決
定

3
、
報
恩
奉
行
資
金
調
達
等
の
規
定
も
整
備

4
、
資
金
調
達
細
則
も

「
施
行
会
」

と
し
て
確
定

5
、
褒
賞
内
規
を
定
め
た
。

6
、
単
年
度
と
し
て
の
昭
和
五
十
一
年
度
予
算
も
決
定

か
く
て
、
遠
忌
奉
行
は
準
備
段
階
よ
り
実
動
段
階
へ
進
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
渡
部
宗
務
総
長
は
、
中
山
復
帰
合
同
後
の
法
華
経
寺
住
職
と
し
て
、
そ
の
復
興
に
専
念
す
べ
く
辞
意
を
表
明
さ
れ
、
臨
時
宗
会

は
松
村
寿
顕
師
を
総
長
に
選
任
、
同
年
七
月
、
松
村
内
局
が
発
足
、
九
月
に
は
遠
忌
事
務
局
長
と
し
て
小
林
栄
雄
師
が
就
任
、
実
行
委
員

会
の
機
構
と
と
も
に
、
遠
忌
奉
行
推
進
の
態
勢
は
整
い
、
具
体
的
な
活
動
に

(
実
動
段
階
へ
)

入
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
概
ね
、
宗
政
面
よ
り
見
た
動
き
で
あ
る
が
、
一
方
、
中
央
教
研
・
地
方
教
研
で
は
、
七
百
遠
忌
は

「
報
恩
」

が
中
心
課
題
で

あ
る
と
し
、
「
恩
」

と
は
何
か
に
つ
い
て
数
年
前
よ
り
掘
り
下
げ
る
努
力
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
以
後
の
事
業
・
行
事
・
教
宣
活
動
の

基
本
理
念
と
し
て
活
用
さ
れ
に
至
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
現
代
宗
教
研
究
」
十
三
号
以
下
に

詳
細
に
報
告
さ
れ
、
大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
、
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
、
七
年
間
の
遠
忌
奉
行
に
当
っ
て
も
、
教
研
参
加
の
メ
ン
バ
ー
が
夫
々
の
地
域
に
於
て
中
心
的
役
割
を
し
ば
し
ば
演
じ
た
こ
と

も
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
附
記
し
た
い
。

遠
忌
の
事
業
・
行
事
・
教
宣
活
動
に
つ
い
て
は
、
『
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
紀
要
』

に
詳
細
に
わ
た
り
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る

が
、
現
宗
研
と
し
て
は
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
の
編
集
に
つ
い
て
は
協
力
を
す
る
と
共
に
、
独
自
に
明
治
以
降
の
宗
門
の
動
き
を
『
近
代
日
蓮

宗
年
表
』

と
し
て
編
集
し
、
遠
忌
報
恩
奉
行
会
の
名
に
於
て
、
同
朋
舎
出
版
の
製
作
に
よ
り
、
六
〇
〇
〇
部
発
行
さ
れ
、
宗
門
内
外
に
無
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料
配
布
さ
れ
た
こ
と
は
後
世
に
残
る
、
価
値
あ
る
仕
事
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。
内
容
は
、
近
現
代
を
中
心
と
す
る
が
、
西
暦
二
一

二
二
年
の
聖
人
誕
生
よ
り
、
一
九
七
九
年
(
昭
和
五
十
四
年
)
迄
の
七
五
八
年
間
の
重
要
事
項
を
集
録
し
た
。
こ
の
う
ち
聖
人
略
年
表
は
聖

人
遺
文
を
基
礎
に
主
要
な
伝
記
を
参
照
し
っ
つ
現
段
階
で
知
り
う
る
事
実
の
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
。
滅
後
近
世
略
年
表
は
、
慶
応
三
年

ま
で
の
主
要
な
動
向
を
収
録
し
、
近
現
代
年
表
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
一
二
一
年
間
の
重
要
事
項
を
記
載
し
、
門
下
各
派
や
聖
人
と
日

蓮
宗
に
関
係
す
る
多
種
多
様
な
事
項
及
び
中
央
の
動
き
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
や
海
外
の
こ
と
も
含
め
て
収
録
し
て
あ
り
、
特
に
、
こ

の
時
期
に
お
け
る
本
宗
の
信
仰
・
布
教
活
動
・
教
育
・
研
究
・
文
芸
・
行
政
・
事
業
・
行
事
・
社
会
活
動
等
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、

歴
史
の
一
貫
し
た
流
れ
の
中
で
本
宗
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
表
は
明
治
元
年
か
ら
昭
和
五
十
六
年
ま
で
の
一
一
四
年
間
の
代
表
的
動
き
を
一
年
毎
に
書
く
こ
と
に
よ
り
、
「
近
代
日
蓮
宗

年
譜
」

で
あ
り

「
近
代
日
蓮
宗
略
史
」

と
し
て
の
性
格
を
具
え
て
い
る
。

現
宗
研
に
於
て
は
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
、
年
次
毎
に
中
央
・
地
方
を
通
じ
て
行
事
・
事
業
等
の
記
録
を
集
め
、
後
世
の
資
料
た
ら
し

む
べ
く
年
譜
を
作
成
す
る
作
業
を
続
け
る
こ
と
と
な
り
、
所
員
の
手
に
よ
っ
て
作
成
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。

中
央
教
研
会
議
の
身
延
結
集

中
央
教
研
会
議
は
、
毎
年
宗
務
院
又
は
朗
峰
会
館
を
会
議
場
と
し
て
開
か
れ
て
来
た
。
七
百
遠
忌
を
前
に
し
て
祖
山
で
開
催
し
、
行
を

加
味
し
た
会
議
を
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
会
議
を
祖
山
に
於
て
行
う
こ
と
に
決
し
、
祖
山
当
局
の
理
解
と
協

力
を
え
て
、
十
月
二
日
よ
り
二
日
間
、
西
谷
の
宿
坊
に
分
散
宿
泊
、
会
議
を
進
め
る
と
共
に
、
朝
勤
に
は
全
員
衣
帯
を
つ
け
、
太
鼓
を
先

頭
に
早
暁
宿
坊
よ
り
唱
題
行
進
し
て
祖
師
堂
に
上
り
、
朝
勤
に
参
加
し
、
会
議
終
了
後
の
夜
は
、
同
じ
く
、
隊
伍
を
組
ん
で
祖
廟
に
至
り
、

暗
夜
に
燈
明
を
上
げ
、
全
員
石
上
に
座
し
て
、
報
恩
の
誠
を
捧
げ
た
こ
と
は
、
参
加
者
の
感
銘
一
入
の
も
の
が
あ
っ
た
。

殊
に
黒
い
衣
に
木
蘭
の
袈
裟
は
、
目
立
た
ぬ
上
、
色
も
全
員
必
ず
し
も
一
様
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
遠
忌
法
要
に
当
り
、
参
加
者
の
衣

帯
を
統
一
し
て
奉
行
せ
ん
と
志
し
て
い
た
実
行
委
員
会
に
一
つ
の
問
題
点
を
提
示
す
る
結
果
と
な
り
、
ネ
ズ
ミ
色
に
木
蘭
と
い
う
、
両
も
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染
色
の
方
法
に
つ
い
て
考
究
す
る
動
機
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
、
副
次
的
成
果
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
池
上
・
身
延
に
お
け
る
遠
忌
法
要
や
京
都
法
要
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
一
種
の
予
行
演
習
的
効
果
を
挙
げ
た
こ
と
も
特
記
し

て
お
き
た
い
。

過
疎
問
題
へ
の
取
組
み

中
央
・
地
方
の
教
研
会
議
で
は
、
既
に
四
十
年
代
後
半
か
ら
、
過
密
・
過
疎
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
実
情
報
告
が
な
さ
れ
、
対
策

に
付
い
て
協
議
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
宗
門
と
し
て
、
具
体
的
、
統
一
的
な
対
応
を
な
す
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
、

遠
忌
を
契
機
に
し
て
、
現
宗
研
と
し
て
、
先
ず
そ
の
実
態
把
握
の
為
、
調
査
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
五
十
七
年
よ
り
、
山
梨
県
早
川

町
、
続
い
て
、
福
井
県
・
北
海
道
東
部
地
区
等
に
調
査
に
入
り
、
対
策
立
案
の
為
の
資
料
を
地
道
に
積
み
上
げ
る
努
力
を
続
け
て
い
る
。

教
化
セ
ン
タ
ー

布
教
活
動
を
単
発
的
で
な
く
有
機
的
、
組
織
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
、
現
今
の
社
会
の
動
き
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
為

に
は
、
現
宗
研
が
中
央
の
教
化
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
も
つ
と
同
時
に
、
各
教
区
・
管
区
に
も
可
能
な
限
り
、
教
師
の
随
時
に
活
用
で
き
る

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
遠
忌
を
契
機
に
、
教
研
の
メ
ン
バ
ー
が
中
核
と
な
り
、
教
区
・
管
区
の
理
解
と
協

力
を
え
て
、
先
ず
、
近
畿
教
区
に
教
化
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
、
東
京
西
部
宗
務
所
管
区
に
も
作
ら
れ
、
三
重
宗
務
所
・
山
梨
と
静
岡
中
部

等
に
も
設
置
さ
れ
、
夫
々
、
地
域
に
お
け
る
教
化
活
動
に
寄
与
し
っ
つ
あ
り
、
全
国
的
な
広
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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